

第４章　マクドナルドの商品について
４-１　過去の商品の種類
　日本で「ハンバーグ」と言えば洋食や家庭料理しかもあい肉を使うもの。そこに100%ビーフでできたマクドナルドのハンバーガーは衝撃だった。ドリンクメニューのマックシェイクも斬新だった。ドリンクメニューのマックシェイクも斬新な味。アイスクリームでも、ミルクセーキでもない。新しい種類が多くの人々を魅了した。
　「ウォーターバウンダー」といえば2009年に華々しく登場した新メニュー。と思いきや、実は日本初登場は約20年前の1978年。しかし数年前にダブルバーガーと交代するかたちで姿を消している。その後、地域限定、店舗限定で現れては消えていったため、2009年に復活するまでは「幻のデビュー」と呼ぶファンもいたという。ちなみにクォーターパウンダーとは「1/4ポンド」でパティが約113g。これは同社の「ハンバーガー」の約2，5倍で、ビーフの旨味をたっぷり楽しめる。
　「エッグマックマフィン」は1979年に誕生。ベーコン&エッグをレギュラーとして提供されていた。1979年はコーンポタージュスープもスタートし甘くないドリンクで食事を楽しめるようになった。
　1986年に登場した「ソーセージマフィン」は、ジューシーでスパイスのきいたソーセージパティをジューシーでスパイスのきいたソーセージパティを使っている。あっさり系の朝メニューに加わった「肉系メニュー」で、朝からしっかり食べたい男性に評判だ。1998年登場の「ベーコンマックバーガー」はポークパティ＋ベーコンで肉のおいしさを引き立てる逸品。2010年現在のレギュラーメニュー「ベーコンレタスバーガー」はビーフパティのため、当時のベーコンマックバーガーとは違う味だ。1998年に期間限定販売で登場した「フィレオチキンバーガー」
はからしマヨネーズを使ったスパイシーな風味が人気だった。現在の「チキンフィレオ」はスイートレモンソースを使っているため、似た名前だが別の商品だ。1989年の「テリヤキマックバーガー」はポークパティを使った和風味。3月に期間限定販売でスタートし、好評のためわずか2ヶ月でレギュラーメニューに格上げされた。
　1992年はハンバーガーが50億人突破記念セールで20年前と同価格の100円になった。1994年もクリスマス時期限定でハンバーガー100円、チーズバーガー120円に。1995年は「ベーコンレタスバーガー」「ベーコンマックバーガー」「チキンマックナゲット」を期間限定で半額にした。事前に情報を得た人がトクをするという傾向は、2003年にスタートする「トクするケータイサイト」へ継承されていく。また、1995年から子供向けのおまけ付き「ハッピーセット」がスタート。ファミリー層の人気を不動にする。
４-２
　2009年に復活し好評だった「チキンタツタ」の登場は1991年。生姜醤油の風味に千切りキャベツの食感、ふんわりとスチームされたオリジナルのバンズ感が好評だった。2008年にオリコンが集計した「復活してほしいファーストフードのメニュー」で２位を引き離して堂々のトップとなっている。
　秋の定番商品というべき「月見バーガー」も1991年から。たまごとジューシーな100%ビーフパティにたっぷりのレタスとベーコンとチーズをはさみ、シーザーサラダソースを組み合わせた奥深い味。
　1993年に登場した「グラタンコロッケバーガー」はマカロニとエビも入ったコロッケをはさんだクリーミーな逸品。現在も冬限定メニューとなっており、「秋の月見の次の冬のグラコロ」が定番化。
　商品に目を向けると、「てりたまバーガー」が1996年、「グリルビーフバーガー」は1997年、「かるびマック」は1998年、「ホットアップルパイ」は1999年の期間限定メニュー。この他にもバーガー類として、「ジューシーダブルマック」「ベーコンフレッシュバーガー」
「レタペパバーガー」「トリプルマック」「クラブハウスマック」サイドメニューからは、「イタリアンピザパイ」「パイナップルパイ」「マロンカスタードパイ」「ふかふかアイスバーガー」「アイスシューケーキ」など、多数の期間限定メニューが登場した。
21世紀のマクドナルドも期間限定メニューのニュースで始まった。2001年1月には「サーモンマック・ムニエル風」「洋梨クランベリーパイ」が登場。以降も「テリヤキチキンカツバーガー」「アジアンダブルマック」など新メニュー、期間限定の復活メニューが続く。
　一方、定番メニューを中心に「なっ得バリュー」「Smart Saving」などのおトクなプロモーションを展開した。2002年10月には現在のバリューセットの始まりとなる「マックチョイス」が始まった。セットメニューのサイドメニューとドリンクの組み合わせを自由に選べるシステムで、とうじは510通りの選択肢ができた。
　現在のマクドナルドのキャンペーンフレーズ「I’m lovin’it」は2003年からスタート。これは日本だけではなく世界のマクドナルド共通の言葉だ。
　米国では1999年からオーダーメイド調理システム「メイド・フォー・ユー」を導入しており、従来の「注文予想作り置き」から「迅速な注文生産」への転換で、いつ注文しても
「できたてのおいしさ」が楽しめるようになった。「I’m loven’it」はそんな品質向上への取り組みを受けてのキャンペーンだと言える。なお、「メイド・フォー・ユー」は日本でも2005年に導入が完了している。
　2001年に登場した「マックフルシェ」マックシェイクにフルーツをトッピングしたデザート。同年に登場した。「マックピタ」はピタパンに焼肉と野菜が入ったサンド。「カルビマック」に続く焼肉メニューは、韓流ブームの影響だろうか。2002年の「チキンカツバーガー」は久々の和風メニュー。揚げたてのチキンが美味と人気を集めた。2004年の「トマトチキンフィレオ」はトマトを使ったヘルシーメニューで、主に女性の支持を得たようだ。
　2006年からマクドナルドは、ドライブスルー店舗を中心に24時間営業の店舗を増やした。2007年からは「プレミアムローストコーヒー」が登場。この組み合わせは生活スタイルの異なる多くの人々に歓迎された。
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